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活動開始に向け

○ 災害・危機対応マネージャーとして必要な活動とは何か

○ 目標・目的をどうするのか

○ いつ・どのように活動するのか

○ 福祉施設のＢＣＰ普及活動をどうするのか

福祉施設のＢＣＰ策定に向けて



目的・目標の設定

○災害発生時、多職種共同でそれぞれの役割を発揮する。

目的

○多職種が共同で初動対応に必要な知識・技術を習得する。

目標

○全職員で様々な災害対策を行う。



種 類 内 容

社 名 医療法人 新心会

所在地（本社） 徳島県阿南市新野町信里６－１

業 種 医療・介護

事業内容
有床診療所（外来１９床）・介護老人保健施設（６０床）併設型
在宅サービス（通所リハ２６名）（訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ２４H対応）

従業員数 ５０名

創 業 １９８０年

拠 点 徳島県阿南市新野町

企業概要

※ 徳島県内 診療所併設型 老健 8/52（自施設含む）
全国 502/3586 14％構成比

四国の右下
徳島県阿南市
人口７万５千人
ＬＥＤ発祥の地





都道府県別加入状況

正会員数：３,５９４名（令和２年１２月３１日 現在）

※協会加入率＝正会員施設/（正会員施設＋未加入施設）×100

公益社団法人全国老人保健施設協会 正・準会員加入状況



阿南光高校
（災害ヘリポート基地）

阿南医療センター
（災害拠点病院）

県南部健康運動公園
（広域防災活動拠点）

×

×
×

×
×

医療法人 新心会（関連 社会福祉法人 心和会）
ケアハウス＝福祉避難所（阿南市）

医療法人 新心会
標高２９．６m
国土交通省 国土地理院参考

施設立地環境（大規模災害時）



南海トラフ巨大地震による被害想定

施設名：医療法人新心会介護老人保健施設悠心館（併設型）徳島県阿南市新野町
施設立地：標高２９．６ｍ 構造：鉄筋コンクリート造一部鉄骨造５階
延べ面積：２,１６６.７ ㎡

【揺れ・津波】

項 目 最大クラスの地震 発生頻度の高い地震・津波

最大震度 ７ ６強

津波浸水の有無 無し 無し

津波到達時間（３０cm） 無し 無し

液状化の可能性 小 小

【洪水土砂災害】

事 象 内 容

河川浸水、洪水 河川から離れており、周辺地域での危険性は低い。

土砂災害（地すべり、山腹崩壊、
急傾斜地崩壊）

山からも少し離れて立地しており、危険性は低い。

新野町 周辺 震度６強



医療法人新心会対応状況 （現状評価）

リスク区分 内 容

人 的

・両法人共に地元の職員を多く雇用しており、緊急参集職員も
町内なので集めやすい。消防訓練を年２回実施。

・地元消防団に３名を配置して連携をしている。
・防災士、防火管理者も職員４名学び、各施設に配置している。
年数回危機管理の研修会も参加。

必要物

・施設のオムツは２週間分を予備で確保している。
・燃料は地元ガソリンスタンドと契約して平時より提供を受けている。
・車の燃料は半分になると常に給油している。
・倉庫にはバーベキュー用の台が１０台、炭６kg×３０箱、テント大小１０張、
高机５０脚、パイプ椅子２００脚、各種トイレ等あり。

食 料
・全職員、入所者、入院患者を含む５日分を２ヶ所に分散し、保管している。
・水は各階に確保している。
・法人に隣接する農家にお米、水（井戸）、野菜の提供を依頼している。

その他
中山間部であり、通信機能の不通により、情報の孤立化。
非常時の発電機がなく、電気機器の使用するケアに支障が出る。

可
不可

概
ね
対
応
可
能

概
ね
対
応
可
能

概
ね
対
応
可
能

対
応
不
可

人的確保＝概ね可能
部署を越えての初動対応から事業継続へのプロセスが不足している。

多職種共同での訓練が必要。



医療法人新心会ＢＣＰ策定･運用の目的

【患者さん・利用者さん】
医療法人新心会は、有床診療所（１９床）、介護老人保健施設（６０床）、通所リハ

ビリテーション（２６名定員）、訪問看護（２４時間対応）を運営し、医療・福祉サー
ビスを提供している。

南海トラフ巨大地震などの災害発生によるサービス停止は、患者さん・利用者さんの
生命の危険や機能低下をもたらす恐れがあるため、災害時であっても命にかかわる最低
限のサービスについては継続していく必要がある。

【職員へ】
災害発生時にも事業を継続することにより当法人の経営を健全に保つことは、職員の

雇用を守る上で重要である。また、災害時の職員の安全の確保に関しても、今回の
BCPの中で併せて検討することにより、職員の安全・安心や法人への帰属意識向上に
繋がると考える。

【地域へ】
道を挟んだ併設の社会福祉法人心和会は、阿南市の福祉避難所として指定を受けてお

り、災害発生時には、地域の要援護者を受け入れる拠点となっている。また、地域の
様々な行事活動に参加するなど、日頃から地域と協力し活動を行っている。今回の
BCPの中で、災害時の対応方法や地域との連携について検討することにより、地域の
災害対応力向上に寄与することができ、地域における当法人グループの存在感の向上に
も繋がると考える。



医療法人新心会のBCP基本理念

①職員の安全を守ること。
・マンパワー（専門職：医師、看護師、理学療法士、介護福祉士）の
安全確保が危機管理の最優先課題

②利用者の安全を守ること。
・利用者、患者さんの安全を守ること（入院、入所、通所者を示す）

③医療及び介護サービスの継続を図ること。
・有床診療所に求められる医療機能の継続をケアサービス（食事、排泄
等）を継続できるように計画する。

④復旧（医療・介護）の早期再開
・作成した継続計画に従って、重要な医療業務を速やかに復旧、継続
し、介護分野も 再開させる。



取り組みのポイント

通常の訓練 ＋α備蓄食 …

今回『初動対応訓練』を実施する!!

時間軸での対応 力

○ 医）新心会が取り組む上でポイントとなること
医療・福祉と多職種が働いているので、共通の意識を持つ、シェアする。

○ 重要業務を選定する際の考え方
医療・福祉共にBCＰ基本理念を全職員に浸透させる。

○ 体制・取り組み方法の考え方
医療・福祉共同の多職種によるBCP委員会を設置する（PDCAサイクル）

○ 教育・訓練の内容と考え方
訓練から課題を出していく。



医療法人新心会各事業ごとの事業継続の必要性

事業種別 実施施設
事業の継続の必要性

（患者さんや地域への
影響の大きさ）

事業継続の
考え方

有床診療所
有床診療所

馬原医院（１９床）
大 継続

介護老人保健施設
短期入所療養型

介護老人保健施設
悠心館（６０床）

大
継続

新規の入所は
休止

通所リハビリ
デイケアセンター
悠心館（２６名定

員）
小 休止

訪問看護
訪問看護ひまわり

（２４時間対応型）
中 休止

※地域の震災時要援護者は原則受け入れる。
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意見を出し合い

相互理解



医療法人新心会 初動対応訓練

平成２７年 ～ ２年間 訓練を繰り返す。

※医療法人新心会 多職種共同（医師・看護師・介護福祉士・
理学療法士・ 作業療法士・管理栄養士・支援相談員等）を含み行う。

①シェイクアウト訓練

②安否確認訓練

③避難誘導訓練

④まとめ ディスカッション

①各サービス提供場所で行う（居室・リハビリ室等）

②多職種共同で行う（応援スタッフも想定）

③冬場でもあり、玄関内までの誘導を行う

続けて
実施

午後１７時より参加者交代で実施する。
職種により、勤務時間が合わないケースもあり。

※老健２Ｆフロアは、重度患者もおり、今回の訓練は考慮する。



①初動対応訓練（シェイクアウト） ②初動対応訓練（安否確認）

③初動対応訓練（避難誘導） ④初動対応訓練（ディスカッション）



医療法人新心会 多職種共同の訓練

避難誘導訓練消火訓練 炊き出し訓練

※大切なのは部署を越えた多職種共同で参加する事！！
（医師・看護師・介護福祉士・理学療法士・管理栄養士・調理員等）

○消防法施行令消防訓練 年２回（内１回 夜間想定）＋α 今回のような訓練



より実践的訓練
より進化した

を行う！

福祉施設×消防



阿南市消防本部予防課事前研修会

高齢者（寝たきり状態）想定で搬送方法

高齢者（立位可能）想定で搬送方法

※自施設「介護主任」と参加する。



医療法人新心会搬送マニュアル
救助者２人で床に倒れている人の搬送方法

1．床に倒れている場
合は、一人が頭部側か
ら両肩の下に膝を差し
込む事で上体を起すこ
とができる。

２．上体を起こした後、
両脇から手を差し込み
腕をしっかりと掴む事
で、引き上げる際救護
者の身体が滑落するの
を防止する。

３．救護者の足をクロ
スし、もう一人が足を
持ち移動をする。

階段等の昇降時は、
足側から移動をする。

1．立位が可能な場合救
護者の腕を肩にかけ ズ
ボンをしっかりと握る。

ズボンを持つことに
よって、身体がすり抜け
る事がなく持ち上げるこ
とが出来る。

２．両サイドからズボン
を持ち救助者の腕を交差
し、反対側の手を両側か
ら膝下に差し入れて持ち
上げる。

３．救護者の状態を確認
しゆっくりと移動をする。

救助者２人で立位状態からの搬送方法



医療法人新心会多職種共同の訓練

２Ｆ避難路から女性看護師のみで
搬送の訓練を行う。

野外非常階段から模擬搬送を行う。

実際に搬送マニュアルを活用し、
Ｈ２９年とＨ３０年に実施する。



ポリ袋と段ボールを
使い、水を運ぶ！

Ｈ３０．１０ 当施設水運び訓練

ポリ袋とシーツ等を
使用して水を運ぶ！

※一般浴槽活用

※現場職員で訓練



◎安全な場所に備蓄の分散確保
◎災害発生時のメニュー設定

マンパワー 業者応援体制

◎厨房職員以外の職員での炊き出し
訓練と厨房内の把握

◎ローリングストック法で
◎水を運ぶ手段を考えておく

水の入れ物 運ぶ方法

水 の備蓄を！



訓練参加意欲・チームワーク・地域交流へ

管理者へ誘導機具要望

基本的な安全教育をする！

役割分担

職員が町の見守りネットワークに参加

施設の敬老祭りに地域住民が参加

訓練参加意欲が向上

ソーシャルスキルが向上
チームワーク力の向上

施設内部状況を知ってもらえた

利用者の顔やケアの現状を知っ
てもらえた

災害発生時の実践的な避難誘導訓練、炊き出し訓練、初期消火訓練

ＳＴＥＰ２ 職員と利用の協働による避難誘導訓練

避難誘導機具の不足が不安

身を守る行動ができない人がいる

訓練に対する参加意欲が低い

コミュニケーション力が不足

想定外の状況判断ができない
→避難支援が必要

備蓄食の試食会や防災かるた大会等

グループ全体 医療・福祉

関連社会福祉法人有床診療所・老健施設 持続可能な医療・介護提供

災害発生時の実践的な研修

ＳＴＥＰ３ 多職種による避難誘導訓練

ＳＴＥＰ４ 特に夜間時の避難誘導訓練

『患者・利用者の安全と生活を守る』 防災対策を支援し協力体制

コンセプト『より実践的な訓練を通じて行動を学ぶ』

職員の災害
対応力が向上

利用者自身の
避難力の向上

近隣住民に
よる避難支援

ＳＴＥＰ１ 避難計画に添った誘導 《対策》 《効果》《課題》

地域自主防災組織との共同訓練

マンパワーへ
つながる

徳島大学
環境防災研究センター

（専門的知見のアドバイス）

初
動
対
応
訓
練





訓練はどなたでも実施することができます

消防署では、徳島市民総合防災訓練をはじめ、各自主防災組
織や町内会単位での訓練、事業所や学校における訓練など、
様々な取組みに対して支援を行っています。
また、町内会や自主防災組織に入っていない方々について

も訓練の相談を受け付けています。災害時に助け合う家族や
友人、近隣の方に参加を呼びかけて防火防災訓練を実施しま
しょう。
訓練に関する要望や相談については最寄りの消防署に連絡し
てください。
現在、事業所、自主防災組織等で実施される防災訓練につい
ては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、自
主訓練での実施をお願いしております。訓練の実施方法等に
ついては最寄りの消防署までご相談ください。
訓練を実施するときは
訓練を実施するときは防火防災訓練計画届出書を最寄りの消
防署に提出してください。
届出書を提出していただくことで、防火防災訓練災害補償等
共済制度の補償対象となりますので安心して訓練に参加する
ことができます。
徳島市東消防署
〒770-0855 徳島県徳島市新蔵町1丁目88番地 消防局2階
電話番号：088-656-1195
ファクス：088-656-1205
徳島市西消防署
〒770-0044 徳島県徳島市庄町1丁目76番地の3
電話番号：088-631-0119
ファクス：088-631-3499

コロナ禍における防災訓練
（自施設 令和２年７月１５日 実施）

※消防設備点検時に感染対策をして実施



（福祉施設のＢＣＰ策定普及活動）

専門職や
業界で考え

備えよう！



平成３０年度 栄養士・調理師研修会







今後の活動

■福祉施設等における
BCP策定へ向けての意識向上

■地域防災活動におけるつながり

■業界人の 受講へのＰＲ







2020.1.16
ＦＭびざん

2019.9.1
総合防災スピーカー

2020.1.18
災害ボランティア

2019.11.30
プログラム実習FT



居住スペース作り

※1人当たりのスペースは４㎡以上、
通路は２m以上確保する。

阿南市からは２名の防災士が参加



感染症対策をしての
ごみ処理

感染症対策をしての
配食

朝日新聞 徳島版
２０２０．９．３

令和２年 台風１０号時

２０２０．９．６
新野公民館





阿南ファミリーサポートセンター災害研修会
令和２年１０月８日（阿南ひまわり会館）





阿南deひなん（ケーブルＴＶあなん）現在放送中！

ラジオとくしま防災委員会（B-FM79.1）
令和２年１０月１日スタートしました





次のチャレンジは・・・

民宿×防災

福祉×防災

文化施設×防災地域×防災

スポーツ×防災

×防災

ビル屋上×防災



ご清聴ありがとう
ございました。

青木正繁
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